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はじめに  

 

 昭和 62年（ 1987年） 10月、市立北町高齢者センター が、全国初の単独

デイサービスセンターとして 、吉祥寺北町４丁目の住宅街に 誕生しまし

た。センター誕生のきっかけ となったのは、同所で医院を開業 されてい

た故山﨑浩・故山﨑倫子ご夫妻で、高齢者のための施設を作ることを条

件に、自宅敷地を市に寄付して くださったことが発端です 。  

 センター開設後は、山﨑倫子氏に所長にご就任いただき、医業の傍ら

センターの運営に ご尽力いただいておりましたが、 平成 21年７月１日に

山﨑浩氏が、平成 27年５月 29日に山﨑倫子氏が お亡くなりになり 、ご夫

妻の生前からの ご 意向により、自宅兼診療所が市へ遺贈されました。  

 市では、遺贈 していただいた物件を、ご夫妻の思いに 最大限 沿った形

で活用したいと考え、武蔵野市福祉公社と連携して 委員会を設置し、討

議を重ねてきました。  

 この間、山﨑ご夫妻に共感され、 今日まで北町高齢者センターの運営

を支えてこられたボランティアの皆様からもご意見をいただき、ここに

旧山﨑邸の活用方法に関する委員会案を 報告するものです。  

 

 

 

 

平成 28年３月 31日  

旧山﨑邸活用検討委員会  
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第１  旧山﨑邸について  

 

 １  旧山﨑邸の遺贈について  

   山﨑邸は、市立北町高齢者センターの敷地を無償で提供してくだ

さった山﨑浩氏、山﨑倫子氏ご夫妻（ ともに医師で、故人）の居宅

兼診療所で、北町高齢者センターと同一敷地内に ある。  

   かねてよ り ご夫妻は、夫婦 亡き後は居宅兼診療所を市に遺贈する

ので、市の福祉行政に役立ててほしいとの ご意向を示されていた。  

   平成 21年７月に山﨑浩氏が、平成 27年５月に山﨑倫子氏が逝去さ

れ、平成 27年５月 29日付で旧山﨑邸は武蔵野市へ遺贈された。  

 

 ２  立地及び建築経過  

  (1) 住居表示  

    武蔵野市吉祥寺北町四丁目 １番 13号  

 

  (2) 建築制限等  ＜ 施 設 課 ま と め ＞  

（表１）  

用途地域  第一種低層住居専用地域  

防火地域  準防火地域  

高度地区  １種高度  

高さの制限  10メートル  

日影規制  ３時間／２時間  

建ぺい率  50パーセント  

容積率  100パーセント  

接道  幅員 5.5メートル（西側道路）  

幅員 4.0メートル（東側道路）  

 

  (3) 既存建物及び敷地面積  ＜ 施 設 課 ま と め ＞  

（表２）  

建 築 物  種 別  
確
認
年 

用 途  構 造  階 数  
建 築 面 積  

(㎡ )  

延 床 面 積  

(㎡ )  

敷地面積 

(㎡ )  

検査済証交

付年月日 

山 﨑 邸  新 築  S61 診 療 所 兼

用 住 宅  

鉄 骨 造  

(耐 火 )  

地 上 ２ 階  1 5 1 . 3 1  1 9 2 . 0 2  

7 3 1 . 3 5  

S 6 2 . 4 . 1 4  

北 町 高

齢 者 セ

ン タ ー  

増 築  S62 老 人 ホ ー

ム  

鉄 骨 造  

R C造  

(耐 火 )  

地 上 ２ 階  

地 下 １ 階  

2 1 0 . 2 3  5 3 8 . 8 1  S 6 2 . 1 1 . 4  

調 理 室  増 築  H2 老人福祉施

設診療所 

鉄 骨 造  

(耐 火 )  

地 上 ２ 階  8 4 . 8 3  1 5 3 . 2 4  1 6 4 . 4 0  H 3 . 4 . 2 2  

合 計       4 4 6 . 3 7  8 8 4 . 0 7  8 9 5 . 7 5   



2 

 

図１－１  市全体図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－２  吉祥寺北町四丁目及び周辺図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－３  

 建物位置関係図  
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 ３  建物の特徴  

（ 資 料 ７ 「 旧 山 﨑 邸 見 取 図 」 、 資 料 ８ 「 旧 山 﨑 邸 写 真 」 参 照 ）  

  (1) 旧診療所  

１階北側は旧診療所にあたり、待合室、薬局、診察室に分かれ

ている。  

  (2) １階渡り廊下  

北町高齢者センター増築時に 、山﨑邸（薬局部分） との間に渡

り廊下が設置された。現在は内壁で閉鎖され、行き来できない 状

態になっている 。  

  (3) １階のバリアフリー等  

    １階屋内 の主要部分はバリアフリー化されており、 入口は引き

戸になっている。また、旧診察室はクッションフロアに、洗面所

は、洗面台などが車いす対応になっている。  

  (4) ２階のルーフバルコニー  

    ２ 階 北 側 に 、 約 120平 方 メ ー ト ル の 広 さ の ル ー フ バ ル コ ニ ー が

ある。  

  (5) 小屋裏収納  

    ２階廊下の天井に小屋裏収納がある。 （目測で３～４畳程度）  

  (6) ピロティ  

    玄関周辺 のピロティは、自転車数台の駐輪が可能な広さがある。  

  (7) 駐車スペース  

    建物北側に、奥行き約９メートルの 駐車スペースがある。  

 

 ４  活用上の制約、条件  

  (1) 建ぺい率  

（表３）  

建ぺい率  建築面積上限  根拠  

50パーセント  447.87平方メートル  建築基準法第 53条第１項  

   (*) 建築面積 上限までの有余は 約 1.5平方メートル  

 

  (2) 容積率  

（表４）  

容積率 ( * ) 延床面積上限  根拠  

100パーセント  895.75平方メートル  建築基準法第 52条第１項  

   (*) 延べ床面積上限までの有余は 約 11.68平方メートル  
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  (3) 建築面積  

   (ア) ２階南側バルコニーは建築面積に算入していない。  

   (イ) １ 階 の 渡 り 廊 下 （ 1.428㎡ ） は 、 北 町 高 齢 者 セ ン タ ー 増 築 時

に建築面積に算入済み。  

 

  (4) 渡り廊下  

渡り廊下 の貫通に支障となる構造躯体の有無を調査し、 支障が

ないことを確認した。（施設課）  

 

  (5) 用途変更  

    北町高齢者センターと一体の建物になることから、住居から児

童福祉施設等へ用途変更が必要になる。（建築基準法第 87条）  

 

  (6) 排煙設備  

    旧山﨑邸の用途変更に合わせ、扉寸法の変更、扉の常閉化など

の工夫が必要となる。（建築基準法 施行令第 126条の２ ）  

 

  (7) 避難関係  

（表５）  

区分  取扱  根拠  

二以上の直通階段 必要なし  建築基準法施行令第 121条  

 

図２  消防法に基づく避難器具に関する基準  

   （根拠  消防法施行令第 25条第１項第１号（別表第１） ）  

 

  （ 例 １ )            （ 例 ２ ）  

 

 

 

 

 

 

 

以下の既存設備は、避難器具に該当しない。（消防署）  

(ア) 調理場の外階段  

(イ) 北町高齢者センター２階 の避難梯子  

１F デイサービス 

２F ひろば系事業 

←６項ハ 

←15項 

１F デイサービス 

２F 一時預かり有り 

←６項ハ 

←６項ハ 

山﨑邸２階の一時預かりと、北町高

齢者センター２階のサービスハウス

（６項ハ）の収容人員の合計が20人

以上の場合、センターと山﨑邸の双

方に避難器具の設置が必用 

※双方の２階が接続していれば避難

器具は１箇所でよい 

山﨑邸２階のひろば系事業の収容人

員が10人以上の場合、山﨑邸にのみ

避難器具の設置が必要 
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  (8) 東京都建築安全条例  

    以下の条項は、適用する必要がないことを確認した 。（施設課）  

   （表６）  

東京都建築安全条例（昭和 25年 12月７日条例第 89号）  

第 73条 に お い て 規 定 し て い る 、 第 16条 （ 共 同 住 宅 棟 の 構 造 ） か

ら第 20条（廊下の構造）までの準用に関する事項  

 

  (9) 自動火災報知器  

    旧山﨑邸と北町高齢者センターを渡り廊下で接続する際、 旧山

﨑邸の用途変更を伴うため 、自動火災報知機の設置が必要となる。  

   （表７）  

消防法施行令（昭和 36年３月 25日政令第 37号）  

 第 21条 （ 自 動 火 災 報 知 設 備 に 関 す る 基 準 ） 第 １ 項 イ 別 表 第 １

（六）項ロに該当  

 

 

第２  旧山﨑邸の活用方法の検討  

 

 １  活用方法検討の前提  

   委員会において、以下の４点を討議の前提として確認し、検討を

行った。  

  (1) 北町高齢者センターの事業との連携  

  (2) 北町高齢者センター設立に貢献した故人の遺志を最大限尊重  

  (3) 北町高齢者センターのボランティアの意向を反映  

  (4) 故人の遺志もふまえた、武蔵野市らしい付加機能  

 

 ２  活用案の候補  

   １の「活用 方法検討の前提」を踏まえ、実現性及び需要 等も勘案

し、１階プラン３種、２階プラン２種を設定し 検討することとした。  

  (1) １階プラン 候補  

   （表８）  

プラン  概要  

案Ａ  現行デイサービスの拡大・充実 個別プログラム・入浴サービス 

案Ｂ  新たなデイサービスの実施 山﨑邸のみを利用したデイサービス 

案Ｃ  小規模多機能型居宅介護施設 デイ、ショート、訪問の複合施設 
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 (2) ２階プラン 候補  

   （表９）  

プラン  概要  

案１  １階と一体利用  基本プランに準じる 

案２  子育てひろば系  乳幼児親子が集う場所と多世代交流 

 

 ３  活用案の検討結果  

（資料１「１階プランの比較」、資料２「２階プランの比較」参照） 

   旧山﨑邸の活用では、北町高齢者センターボランティアの意向を

反映するため、同ボランティアとの意見交換会（「第 ３  北町高齢

者センターボランティアとの意見交換」にて後述）に先立ち 活用案

の検討を行い、委員会素案として中間的な まとめを行った。  

  (1) 検討の要旨  

   (ア) １階プラン  

＜案Ａ  現行デイサービスの拡大・充実 ＞ 

利点 ◎故人の遺志に沿う 

◎ボランティアの協力が得やすい 

最少の職員配置（北町高齢者センターの増員）で実施可能 

ある程度の採算性が見込める 

◎旧山﨑邸の浴室活用により、入浴サービスを行うことができる 

経営上のリスクが最も低い 

欠点 需要はあるが顕著ではない 

＜案Ｂ 新たなデイサービスの実施 ＞ 

利点 ◎故人の遺志に沿う 

○ボランティアの協力が得られる 

ある程度の採算性が見込める 

◎旧山﨑邸の浴室活用により、入浴サービスを行うことができる 

欠点 △あえて、既存のコミュニティケアサロンと別のデイサービスを

実施する積極的な理由がない 

需要はあるが、顕著ではない 

    ＜案Ｃ  小規模多機能型居宅介護施設＞  

利点 故人の遺志の範囲内 

○第５期介護保険事業計画において、設置を目指した経緯がある 

○本市において未設置の施設である 
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欠点 ×物件の規模が小さいため定員が不足し、単独施設とした場合に

採算性が厳しい 

仮に福祉公社等の財政援助出資団体により設置したとしても、

ノウハウや職員体制の面で課題が多い 

×事業実施に向けた課題解決に大幅な日数を要する 

   (イ) ２階プラン  

    ＜案１  １階と一体利用＞  

利点  特にない 

欠点 ×デイを実施する場合、部屋数を増やしすぎても使いきれない 

×フロアが分かれるため、職員配置数が増加する 

屋内昇降機を設置するための間取りと費用が必用 

    ＜案２  子育てひろば系＞  

利点 ◎乳幼児親子が集う場の需要に応えることができる 

○４、５歳児を対象に含む施設の不足が補える 

○ボランティアの協力が得られる 

多世代交流を施設の特徴とすることができる 

欠点 特にない 

  （補足  「子育てひろば系」の検討 ）  

   (a) 乳幼児親子が集う場所  

      乳幼児親子が自由に集まり、情報交換や育児の気分転換な

どを行う ための交流の場を提供する 。  

当面は、親子ひろばなど場の提供 のみとし、利用者やボラ

ンティア等の声を聞きながら、他の機能の実施について、 財

源の確保も含め 引き続き可能性を探る。  

   (b) 多世代型交流施設  

テ ン ミ リ オ ン ハ ウ ス 花 時 計 の 多 世 代 交 流 を イ メ ー ジ し た  

施設。一時保育 の想定がないため、将来にわたって ２階の間

取りを活かしきれない可能性がある。また、 ひろば事業では

ないため、特定財源を活用 することができない。  

 

  (2) 検討結果  

    以上の検討内容を踏まえ、プランとしての斬新さよりも、運営

上堅実かつ、故人の遺志に沿った活用案を目指すこととし、 次の

プランを委員会素案とすることとした。  
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区分  提案プラン  

１階プラン  案Ａ  現行デイサービスの拡大・充実  

２階プラン  案 ２  子 育 て ひ ろ ば 系 （ 乳 幼 児 親 子 が

集う場所）  

 

 ４  メモリアルルーム  

１階プラン及び２階プランに加え 、邸内の一部に故 山﨑夫妻のメ

モリアルルームを設置すること を検討した。  

(1) 設置理由  

北町高齢者センターの開設を始め、 故山﨑夫妻の本市地域福祉

への貢献は多大であり、施設の由来等も含め、感謝の念を持って

後世に伝えることを目的とする。  

 

  (2) 展示方法  

旧山﨑邸内の一室を整備し、故人の略歴、遺品の一部、市の福

祉施策との関わり等を解説した資料等を用い、中学生程度から理

解可能な展示を行うことにより、広く市民等に公開する。  

 

  (3) 展示場所  

    旧診療所スペースの待合室が 診療所の雰囲気を留め、また、外

部との専用の出入口があるため見学目的のみの利用者の 出入りが

容易であることから、メモリアルルームとして適当と思われる。  

 

 

第３  北町高齢者センターボランティアとの意見交換  

   旧山﨑邸の活用について は、北町高齢者センターとの連携と、 同

センターのボランティアの意向を 反映することが前提となっており、

また、実際の運営において 同センタ ーのボランティアの理解と協力

を得ることが不可欠であることから、意見交換の場を設けた。  

 

 １  コミュニティケアサロンについて  

   北町高齢者センターは、 高齢者がいつまでも住み慣れた地域で暮

らし続けるための居場所を作りたいとの 故人の思いが形となった、

全国初の単独型デイサービス である 。コミュニティケアサロンは、

ボランティアを主体とした共助の精神に立つデイサービスで、措置

事業を経て、現在は介護保険事業として実施している 。  



9 

 

  (1) 地域ボランティアの関わり  

    北町高齢者センター開設時に、故山﨑 夫妻の考えに賛同する地

域住民など約 60人がボランティア として集まったのが始まり。ピ

ーク期は 200人近くを数えた。  

    平 成 28年 ３ 月 現 在 も 、 80人 の 利 用 登 録 者 に 対 し 114人 （ ４ 団 体 ）

のボランティア登録があり、まさにデイサービスの担い手として

中心的役割を果たし、そのことが施設の特色 にもなっている。  

 

  (2) 事業内容  

月曜から土曜 まで開所。午前中は、利用者 どうし の交流、体操、

歌など、比較的自由な時間としている。午後は、趣味や機能回復

などのためのプログラム を日替わりで行っている。  

年間事業として、 新年会、お花見、じゃがいも掘り、日帰り旅

行、遠足、はなみずき祭、クリスマス会等 を実施している。  

 

 ２  意見交換の内容  

（資料３「北町高齢者センターボランティアとの意見交換の概要）」参照） 

平成 28年２月 22日 (月 )に開催した意見交換では、委員会素案に基

づき市側の検討状況をお伝えし、ボランティア から意見を聞いた。  

ボランティアからは、委員会素案に対する反対意見は特になく、

一定の理解と賛成を得たものと判断した。特に、２階を子育てひろ

ば系として利用する案については、賛成意見が多く聞かれた。  

 

 

第４  検討のまとめ  

   ここまでの 検討内容に北町高齢者センターボランティアとの意見

交換の結果を踏まえ、次の１～３を 委員会案とする。  

 

 １  １階プラン  

１階プランは、 入浴サービスの実施や、認知症など利用者の状態

に応じた個別プログラムの充実を図る ため、案Ａ「現行デイサービ

スの拡大・充実 」を委員会案とする。  

 

 ２  ２階プラン  

２階プランは、 地域に需要が認められるため、 案２「 子育てひろ

ば系（乳幼児親子が集う場所） 」を委員会案とする。  
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 ３  メモリアルルームの設置  

故山﨑夫妻のご好意が武蔵野市の福祉施策の推進に大きな力を与

えたことを広く市民に伝え、残していくことに 意義が あると考え、

メモリアルルームを設置することを 委員会案とする。  

 

 ４  今後の課題及び留意事項  

   委員会案に沿った内容で 旧山﨑邸を改修した場合、引き続き検討

すべき事項及び改修項目等の想定について以下に掲げる。  

  (1) 引き続き 検討すべき事項  

   (ア) 子育てひろばの利用者は、旧山﨑邸の玄関 からの出入りを想

定しているが、効率の良い入退室管理の方法が必要である。  

   (イ) 北町高齢者センターの利用者で認知症傾向 のある人が、旧山

﨑邸の玄関等から外へ出ないよう対策を講じる必要がある 。  

   (ウ) 玄関脇のピロティは、ベビーカーや子ども乗 せ自転車を置く

場所にす るだけの広さがあるが、前面道路から一段 上がるため、

安全な利用につなげるための 工夫が必用である。  

   (エ) 旧山﨑邸 と北町高齢者センターとの間は渡り廊下しかなく、

空間的にも距離的にも隔たりがあるので、緊急コールなど の安

全設備や、安全管理体制について十分検討する必要がある。  

   (オ) １階居間の活用を想定した多世代交流は、実施方法について

さらに検討する。  

 

 (2) 改修項目等の想定  

   （表 10）  

 想定項目  備考  

１  老朽箇所等の診断  耐震診断含む  

２  内装改修   

３  安全対策  ２階吹抜及び階段の転落防止等  

４  １階渡り廊下の貫通等  北町高齢者センター側含む  

５  自火報導入  北町高齢者センター側含む  

６  外装整備  壁面サイン撤去、取付  

７  メモリアルルーム整備  改修前に展示品を選別、保管  

８  玄関のオートロック化  北 町 高 齢 者 セ ン タ ー 側 で 、 イ ン タ

ー ホ ー ン 越 し に 山 﨑 邸 玄 関 の 開 錠

・施錠を行う  
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１階プランの比較（委員会素案検討段階）  

 

 職 員 配 置  
施 設 面  市 民 ボランティア  

必 須 設 備  出 入 口  事 務 所  食 事 提 供  

案 Ａ  嘱 託 ２名  

（増 員 分 ）  

入 浴 設 備  

自 火 報  

北 町 高 齢 者 センタ

ー玄 関  

北 町 高 齢 者 センタ

ー事 務 所  

北 町 高 齢 者 センタ

ーで調 理 し提 供  

ケアサロンからの協 力 等  

案 Ｂ  常 勤 １名  

＋嘱 託 ３名  

入 浴 設 備  

自 火 報  

山 﨑邸 玄 関  山 﨑邸 内 に新 設  何 らかの形 で参 加  

案 Ｃ  常 勤 ９名  入 浴 設 備  

自 火 報  

宿 泊 設 備  

山 﨑邸 玄 関  山 﨑邸 内 に新 設  参 加 可 能 範 囲 が未 知 数  

 

 

 

 

 

１階プラン候補  プランの概 要  補 助 金  
採 算 性  

利 用 枠  想定稼働率  年間収益（推計） 

案 Ａ  現 行 デ イ サ ー ビ

スの拡 大 ・充 実  

コミュニティケアサロンに、利 用 者

の状 態 に応 じた個 別 プログラム

及 び入 浴 サービスを付 加 する  

なし  1 0名  

（拡大増） 

8 0％  

（８名 ）  

約 1 2 5 0万 円  

案 Ｂ  新 たなデイサービ

スの実 施  

コミュニティケアサロンとは別 の新

たなデイサービスを設 置 する  

なし  1 5名  8 0％  

（ 1 2名 ）  

約 1 9 0 0万 円  

案 Ｃ  小 規 模 多 機 能

型 居 宅 介 護 施

設  

デイサービスを中 心 とした訪 問 介

護 及 びショートステイを組 み合 わ

せた事 業 所 を設 置 する  

東 京 都 地 域 医 療 介 護 総 合 確 保 基 金 事 業

（介 護 分 ）  

・整 備 費 補 助 3 2 , 0 0 0千 円 /施 設  

・開 設 準 備 経 費 補 助 6 2 1千 円 /宿 泊 定 員 数  

※公 設 ・民 設 の差 はない  

2 5名  1 0 0％  約 4 0 0万 円  

1
2
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２階プランの比較（委員会素案検討段階）  

２階プラン候補  プランの概 要  補 助 金  採 算 性  職 員 配 置  利 用 枠  

案 １  １階 と一 体 利 用  １階 と２階 は一 体 利 用 とし、内 容

は基 本 プランに準 じる  

基 本 プランに準 じる  ２階 に職 員 を配 置

す る こ と に よ り 、 採

算 性 が基 本 プラン

よりも下 がる  

２ 階 で活 用 する部

屋 数 に応 じた配 置  

基 本 プ ラ ン に 準 じ

る  

案 ２  子 育 てひろば系  ２階 を乳 幼 児 親 子 が集 う場 所 と

して整 備 し 、 １ 階 利 用 者 との多

世 代 交 流 についても検 討 する  

運 営 費 補 助  

子 ども ・子 育 て支 援 交

付 金 (国 ・都 ・市 各 1 / 3 )  

・常 勤 配 置 5日 型  

7 , 4 5 3千 円 /年  

・非 常 勤 のみ 5日 型  

4 , 8 3 6千 円 /年  

常 勤 配 置 ・非 常 勤

配 置 で 補 助 額 が

異 な る ほ か 、 開 設

準 備 費 の対 象 にな

るかなど、不 明 な点

が多 い  

集 いの場 の提 供 ま

でであれば、１階 デ

イ の ス タ ッ フ に よ る

兼 務 で対 応  

 

 

 施 設 面  
市 民 ボランティア  

必 須 設 備  出 入 口  事 務 所  安 全 面  

案 １  ・自 火 報  

・屋 内 昇 降 機  

基 本 プランに準 じる  基 本 プランに準 じる  要 介 護 度 が軽 度 の

者 の利 用 に限 る  

基 本 プランに準 じる  

案 ２  ・自 火 報  

・調 乳 用 機 器  

・おむつ替 え台  

・授 乳 スペース  

山 﨑邸 玄 関  専 門 スタッフ配 置 の

場 合 のみ新 設  

・２階 廊 下 の腰 壁 に

乗 越 え防 止 柵  

・ 階 段 最 上 段 に安

全 柵  

・ １階 がデイの場 合 、デイのボランティア

の協 力 が得 られる  

・他 の市 民 ボランティアの参 加 が可 能  

 

1
3
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北町高齢者センターボランティアとの意見交換会の概要  

 ・日時  平成 28 年２月 22 日 (月 )午後３時から午後４時  

 ・場所  北町高齢者センターデイルーム  

１階プラン「現行デイサービスの拡大・充実 」  

賛成意見 １  現行デ イサ ービ スの 拡 大・充 実の 案に 大賛 成 。  

２  旧山﨑 邸と 北町 高齢 者 センタ ーの 接続 につ い ては、 山﨑 先生 に考 え があ

っての こと だと 思う 。  

３  北町高 齢者 セン ター の 現状で は、 利用 者数 に 対し手 狭な 感じ がす る 。  

反対意見  （特に なし ）  

要望・提案 ４  そもそ も山 﨑先 生は 、 手持無 沙汰 の高 齢者 が 気軽に 集え るサ ロン 作 りを

考えら れた 。介 護保 険 とは切 り離 した 部分 で 、その よう な機 能も 加 味で

きない か。  

５  ボラン ティ アで ある 自 分たち が、 将来 通い た いと思 って いる 。要 支 援に

も至ら ない 人た ちの 受 け皿に 、と いう 思い が ある。  

６  １階の 居間 など 、数 人 のサロ ンに 使う には 広 すぎて もっ たい ない 。 先

々、既 得権 的な 主張 が 出てこ ない とも 限ら な い。  

７  男性ボ ラン ティ アが 少 ない。 男性 は高 齢に な っても 日中 に用 事が あ って

参加が 難し い人 が多 い 。男性 が参 加し やす い よう、 夜の サロ ンの よ うな

ものが でき ると 良い と 思う。  

８  ボラン ティ ア活 動に 要 した時 間を 貯金 のよ う に貯め て、 将来 、介 護 サー

ビスな どに 利用 でき る ように して はど うか 。  

９  他の施 設に 比べ 、当 セ ンター は認 知症 の利 用 者の方 に対 して 大変 き め細

かい対 応を して いる 。 認知症 の方 に重 きを 置 いたス ペー スを 設置 す るこ

とによ り、 施設 の特 徴 を出せ るの では ない か 。  

質問  10 「個別 プロ グラ ム」 と はどの よう なこ とか 。  

回答  利用 者の 中に 認 知症の 方が 増え て い る ので、 集団 プロ グラ ム につ

いてい けな い方 でも 無 理なく 参加 でき るプ ロ グラム を別 に設 け、 長 く

通所し てい ただ ける よ うにし たい と考 えて い る。  

２階プラン「子育てひろば系」  

賛成意見 11 多世代 交流 の案 は素 晴 らしい 。  

 12 近隣の 幼稚 園と 相互 に ウィン ウィ ンの 関係 に なるよ う、 工夫 や調 整 が必

要だと 思う 。  

 13 幼稚園 のお 母さ ん方 に 、将来 コミ ュニ ティ ケ アサロ ンの ボラ ンテ ィ アに

なって もら える よう な 活動を した い。  

 14 子育て ひろ ばの 面倒 を 元気な 高齢 者で 見る よ うにす れば 、そ れが サ ロン

的な場 にな るか も。  

反対意見  （特に なし ）  

委員側からの補足説明  

１ 今まで 、高 齢者 総合 セ ンター の入 浴サ ービ ス を活用 して いた が 、 旧 山﨑邸 の浴 室を 活

用する こと によ り、 車 移動を せず に 入 浴で き るよう にし たい 。  

  

資料３  
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略年表  

年月（ 西暦 ）  山﨑夫妻関係  北町高齢者センター 福祉公社  

昭 31 (1986) 山﨑医院開設    

昭 41. 5 (1996)   福祉会館開設  

 55. 3 (1980)   福祉公社設立  

  61. 6 (1986) 市に土地を寄付    

 62.10 (1987) 北町高齢者センター開設 所長に山﨑倫子氏  

平  2. 3 (1990)  北町高齢者センター運営を公社が全面受託 

   7. 2 (1995)  英王室ダイアナ妃来訪  

  9 (1997) 山﨑倫子氏  

武蔵野市福祉功労賞 

  

   9.10   開設 10周年式典   

 14.11 (2002) 山﨑倫子氏  

武蔵野市名誉市民  

  

  17. 4 (2005)  指定管理制度導入   

  19.11 (2007)  開設 20周年式典   

 21. 7 (2009) 山﨑浩氏逝去    

 27. 5 (2015) 山﨑倫子氏逝去  

市に自宅を遺贈  

  

 27.12 (2015) 旧山﨑邸活用検討委員会設置 

 

 

旧山﨑邸活用検討委員会活動日程（記録）  

年月日  活動内容  備考  

平成 27年 12月 16日  第１回検討委員会（ 605会議室）   

平成 28年  1月 15日  第２回検討委員会（ 813会議室）   

     1月 20日  山﨑邸内現場確認  高齢者支援課  

     1月 22日  山﨑邸内現場確認  子ども政策課  

     2月  8日  第３回検討委員会（ 411会議室）   

     2月 16日  山﨑邸渡り廊下内部調査  施設課  

     2月 22日  山﨑邸内現場確認  

ボランティアとの意見交換会（北町高齢者センター） 

検討委員会  

     3月 25日  第４回検討委員会（ 604会議室）   

 市長へ委員会案を報告   

 

資料４  

資料５  
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   武蔵野市旧山﨑邸活用検討委員会設置要綱  

 

 （設置）  

第１条  武蔵野市立北町高齢者センターの初代所長を務められた故山﨑倫子

氏より遺贈された武蔵野市吉祥寺北町４丁目１番 13号に所在する居宅兼診

療所（以下「遺贈物件」という。）の活用について検討するため、武蔵野

市旧山﨑邸活用検討委員会（以下「委員会」という。）を設置する。  

 （所管事項）  

第２条  委員会は、次に掲げる事項について調査し、及び検討し、その結果

を市長に報告する。  

 (1) 遺贈物件を活用した事業内容及び事業運営に関する事項  

 (2) 遺贈物件の改修及び整備に関する事項  

 (3) 遺贈物件の活用に要する予算に関する事項  

 (4) 前３号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項  

 （構成）  

第３条  委員会は、別表に掲げる職にある者をもって構成し、市長が委嘱し、

又は任命する。  

 （委員長及び副委員長）  

第４条  委員会に委員長及び副委員長各１人を置く。  

２  委員長は健康福祉部を担当する副市長の職にある者をもって充て、副委

員長は健康福祉部長の職にある者をもって充てる。  

３  委員長は、会務を総括し、委員会を代表する。  

４  副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠

けたときは、その職務を代理する。  

 （会議）  

第５条  委員会の会議は、必要に応じて委員長が招集する。  

２  委員長が必要と認めるときは、会議に構成員以外の者の出席を求め、説

明又は意見を聴くことができる。  

 （設置期間）  

第６条  委員会の設置期間は、この要綱の施行の日から平成 28年３月 31日ま

でとする。  

 （庶務）  

第７条  委員会の庶務は、健康福祉部高齢者支援課が行う。  

 （その他）  

第８条  この要綱に定めるもののほか、委員会について必要な事項は、市長

資料６  
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が別に定める。  

   付  則  

１  この要綱は、平成 27年 12月 16日から施行する。  

２  この要綱は、平成 28年３月 31日限り、その効力を失う。  

別表（第３条関係）  

健康福祉部を担当する副市長  

財務部参事  

健康福祉部長  

総合政策部企画調整課長  

健康福祉部高齢者支援課長  

健康福祉部高齢者支援課相談支援担当課長  

武蔵野市福祉公社派遣参事  
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旧山﨑邸見取図（この図は概略図であり、寸法及び各部屋の面積は目安です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駐車スペース（縦列駐車で軽自動車約２台分）

ガラス張り

ガラス張り

たたき 通路

受付小窓
植込み

旧待合室 旧薬局
13.2㎡ 8.2㎡ 腰高窓
(8畳強) (5畳強)

←段差（１段） 腰高窓 腰高窓
旧診察室
23.1㎡
（14畳強)

塀

引き戸

シューズラック 給湯器
植込み

浴室
たたき 玄関 廊下 3.3㎡

6.2㎡ 6.2㎡
引き戸

脱衣所 洗濯機

2.4㎡
←段差（１段） 引き戸

階段

採光小窓 引き戸

階段下
収納 火報 洗面所・トイレ

7.4㎡
(約4畳半)

植込み

居間 食堂 キッチン
20.7㎡ 7.8㎡ 8.2㎡ 小窓
(13畳弱) (5畳弱) (5畳強)

床下収納

掃出し窓 腰高窓 たたき

勝手口

通用口 庭

道
路

北
町
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

１階
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ルーフバルコニー
123㎡
(76畳弱)

掃出し窓

和室
9.9㎡
(6畳)

屋根裏
階段

引き戸

採光小窓

押し入れ 収納

腰高窓

クローゼット 火報 流し

寝室 書斎 腰高窓
20.7㎡(クローゼット含む) 11.1㎡
(12畳強) (7畳弱)

収納

掃出し窓 掃出し窓

バルコニー
8.2㎡
(5畳強)

北
町
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

床
の
間吹抜

２階
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旧山﨑邸写真集  

（撮影：平成 28年１月～２月）  

＜建物外観＞  

西側道路から  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駐車スペース             ピロティ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南側庭から              北町高齢者センター渡り廊下  
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 玄関  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 旧診察室  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洗面所・トイレ（車いす対応）  
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浴室・脱衣所  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食堂・居間  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

階段  
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＜建物内部  ２階＞  

 ２階廊下（腰壁）           小屋裏収納  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 和室                 寝室  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ルーフバルコニー  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

旧山﨑邸活用検討委員会報告書  

 

平成 28 年３月  

 

発行／武蔵野市健康福祉部高齢者支援課  
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